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恒
例
の
六
合
夏
ま
つ
り
が
八
月

五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
台
風
の
影
響
で
天
気
を
心
配

し
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
が
、
な
ん
と
か
最
後
ま
で
無

事
終
了
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

会
場
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
児
童

生
徒
の
合
唱
、
和
太
鼓
、
吹
奏
楽
、

ダ
ン
ス
、
民
踊
、
体
操
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
夏
ま
つ
り
が
一

層
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

各
部
が
担
当
し
た
売
店
も
例
年

通
り
大
盛
況
で
し
た
。
ピ
ー
ク
の

時
は
各
売
店
で
は
、
て
ん
て
こ
舞

い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
救
っ
て
く
れ
た
の
が
中
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
で
し

た
。
彼
等
の
活
躍
に
よ
り
、
各
ブ
ー

ス
担
当
者
も
救
わ
れ
、
ま
た
夏
ま

つ
り
も
成
功
し
た
か
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
私
が
担
当
し
た
チ

ケ
ッ
ト
売
り
場
で
は
、
用
意
し
た

チ
ケ
ッ
ト
が
予
定
よ
り
早
く
完
売

し
た
た
め
、
再
度
回
収
し
販
売
し

た
ほ
ど
で
し
た
。

ま
た
、
バ
ザ
ー
会
場
も
、
こ
れ

ま
た
大
盛
況
で
、
開
場
を
ま
だ
か

ま
だ
か
と
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。
開
場
と
と
も
に
人
が
溢

れ
、
ま
る
で
デ
パ
ー
ト
の
バ
ー
ゲ

ン
セ
ー
ル
の
よ
う
で
し
た
。
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まつりまつり夏夏

緊張しちゃうヨ！
緊張しちゃうヨ！

ちょっとカメラ目線ですヨ

ちょっとカメラ目線ですヨ

大変上手に
大変上手に

　　できました
　　できました

焼きそば焼きそば

  こがすなよ
  こがすなよ

くじ当たるといいネ！

くじ当たるといいネ！

六合音頭で
六合音頭で

　盛り上がりました
　盛り上がりました

へ〜いへ〜い

  いらっしゃい！
  いらっしゃい！

お金の計算
お金の計算

大変だあ大変だあ

綿菓子綿菓子

  むずかしい！
  むずかしい！
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
暑
い

中
、
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
バ
ザ
ー
会
場
の
担
当
者
、

各
ブ
ー
ス
の
担
当
者
の
方
々
、
お

つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

を
主
に
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
ス

ム
ー
ズ
に
何
事
も
な
く
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

来
年
も
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

まつりまつり夏夏

いいのが当たるといいネ

いいのが当たるといいネ

開場はまだかなぁ
開場はまだかなぁ

うまくうまく

釣れるかな
釣れるかな

掘り出し物はあるかしら

掘り出し物はあるかしら

オマケにオマケに

  一匹あげるヨ
  一匹あげるヨ

氷とけちゃう
氷とけちゃう早くお客さん

早くお客さん

  来ないかな〜
  来ないかな〜

ボランティアって
ボランティアって

楽しくていいよネ〜
楽しくていいよネ〜
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今
年
も
女
性
部
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
敬
老
会
が
九
月
二
十
三

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
敬
老
会
の
該
当
者
は
一
三
七
三
名
。
当
日
は
朝
か
ら

激
し
い
雨
が
降
っ
て
い
た
せ
い
も
あ
り
、
そ
の
内
百
五
十
六
名

の
方
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
近
所
の
お
爺
ち
ゃ
ん
、
お
婆
ち
ゃ
ん
た
ち
が
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
よ
ろ
し
く
ね
。」「
あ
ん
た
久
し

振
り
だ
け
え
が
、
元
気
か
え
〜
。」
と
、
元
気
な
声
が
体
育
館
の

中
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
と
、
一
緒
に
歌
っ
た
り
手
拍
子

を
し
た
り
、
皆
さ
ん
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ

け
た
よ
う
で
し
た
。

女
性
部
の
皆
さ
ん
、
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

来
年
は
晴
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
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慶祝慶祝敬老会敬老会

記念品贈呈記念品贈呈

六合コミュニティ委員会会長あいさつ六合コミュニティ委員会会長あいさつ



九
月
一
日
六
合
地
区
で
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

震
災
、
東
南
海
ト
ラ
フ
の
被
害
予
想
も
あ

り
、
皆
さ
ん
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

本
年
の
道
悦
総
合
防
災
訓
練
は
、
九
月
一

日
㈯
に
開
催
さ
れ
、
六
合
小
学
校
お
よ
び
六

合
中
学
校
の
避
難
地
を
会
場
と
し
て
全
体
で

一
一
二
五
人
と
過
去
最
高
の
参
加
者
と
な
り

ま
し
た
。

　

主
な
訓
練
は
次
の
通
り
で
す
。

①
無
事
を
知
ら
せ
る
「
黄
色
い
旗
」
の
掲
出

　

訓
練
。

こ
の
旗
は
、
島
田
市
か
ら
各
世
帯
に
配
布

さ
れ
た
も
の
で
、
災
害
時
に
無
事
で
あ
る

安
否
を
知
ら
せ
る
た
め
の
目
印
に
な
る
旗

で
、
今
回
初
め
て
各
世
帯
に
呼
び
か
け
て

掲
出
訓
練
を
実
施
し
た
。
結
果
は
全
体
の

約
五
割
（
八
百
十
三
件
）
の
世
帯
で
旗
の

掲
出
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の
中
に
は
、

災
害
時
に
は
一
人
で
避
難
で
き
な
い
要
援

護
者
が
六
十
人
含
ま
れ
て
お
り
、「
向
こ
う

三
軒
両
と
な
り
」
の
手
助
け
を
必
要
と
す

る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

②
避
難
経
路
上
の
注
意
箇
所
の
確
認
及
び
車

　

い
す
で
の
体
験
避
難
訓
練
。

防
災
マ
ッ
プ
が
完
成
し
た
の
で
、
避
難
訓

練
時
に
経
路
上
の
問
題
点
、
注
意
箇
所
な

ど
地
区
民
に
説
明
し
、
意
識
の
高
揚
を
図
っ

た
。
ま
た
、
避
難
経
路
を
車
い
す
で
実
践

し
障
害
物
、
改
善
点
な
ど
確
認
し
た
。

③
会
場
で
の
訓
練
は
、
で
き
る
だ
け
実
践
に

近
い
形
の
訓
練
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
、

災
害
時
に
生
き
て
く
る
の
で
、
小
学
校
は
、

家
屋
倒
壊
想
定
し
た
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
訓

練
、
中
学
校
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
し
た

ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
訓
練
を
、
ど
ち
ら
も
救

助
救
出
チ
ー
ム
（
六
名
）
を
編
成
し
、
訓

練
人
形
を
救
出
す
る
実
践
型
訓
練
を
実
施

し
た
。

④
そ
の
他
の
訓
練
は
、
消
火
器
に
よ
る
初
期

消
火
・
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
・
可
は
ん
ポ
ン
プ

操
作
・
ろ
す
い
機
操
作
・
発
電
機
操
作
・

三
角
巾
の
使
い
方
・
応
急
タ
ン
カ
の
作
り

方
・
搬
送
の
仕
方
・
炊
き
出
し
な
ど
例
年

通
り
で
マ
ン
ネ
リ
化
傾
向
に
あ
る
が
、
基

本
的
知
識
を
習
得
す
る
た
め
に
不
可
欠
な

訓
練
で
あ
る
の
で
本
年
も
実
施
し
た
。
な

お
、
中
高
校
生
皆
さ
ん
に
も
積
極
的
に
各

種
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

今
後
の
課
題

総
合
防
災
訓
練
は
参
加
人
数
も
多
く
全
体

的
な
防
災
意
識
は
高
ま
っ
た
が
、
個
々
の

訓
練
に
お
い
て
積
極
的
な
方
や
役
員
中
心

の
訓
練
に
な
り
が
ち
で
あ
る
の
で
、
町
内

を
さ
ら
に
分
け
て
行
う
小
単
位
の
全
員
参

加
訓
練
も
一
年
に
一
回
は
必
要
で
あ
る
と

痛
感
し
ま
し
た
。

道
悦
島
自
主
防
災
委
員
長　
　

大
石
英
雄

◆
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て

道
悦
島
自
主
防
災
会
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道悦島防災訓練道悦島防災訓練

防
災
訓
練

平
成
二
十
四
年 

九
月 

一
日



　

今
年
の
岸
町
総
合
防
災
訓
練
参
加
者
は
、

朝
の
集
合
時
で
四
百
八
十
三
人
で
し
た
。
過

去
四
年
間
で
は
平
成
二
十
一
年
が
六
百
五
人
、

平
成
二
十
二
年
が
五
百
七
十
人
、
昨
年
が

四
百
九
十
四
人
で
す
の
で
、
減
少
傾
向
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
訓
練
内
容
が
毎
年

同
じ
で
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
た
め
と
反
省

し
て
お
り
、
大
勢
参
加
し
て
く
れ
る
新
し
い

有
効
な
訓
練
を
実
施
す
る
必
要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。

　

訓
練
の
目
的
は
、
岸
町
民
が
来
る
べ
き
大

震
災
に
備
え
て
、「
自
助
」「
共
助
」
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。「
自
助
」
に

つ
い
て
は
最
近
の
大
震
災
や
、
南
海
ト
ラ
フ

の
巨
大
地
震
被
害
想
定
等
で
十
分
理
解
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。「
共
助
」
に
つ
い
て
も

岸
町
民
の
絆
は
今
な
お
健
在
で
心
配
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
参
加
者
数
に
と
ら
わ
れ
ず

現
在
の
基
本
的
な
訓
練
で
良
い
の
か
な
、
そ

れ
と
も
自
主
防
災
組
織
の
強
化
の
方
が
重
要

か
な
等
と
思
案
し
て
お
り
ま
す
。

岸
町
自
主
防
災
委
員
長　
　

飯
塚
隆
志

（
写
真
は
東
町
防
災
訓
練
の
様
子
で
す
。）

　

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
部
に
よ
る
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
九
月
九
日
㈰
に
、
三
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
（
道
悦
旭
橋
折
り
返
し
）
と
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
（
蓬
莱
橋
折
り
返
し
）
コ
ー
ス
の
二
班

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

三
キ
ロ
の
参
加
人
数
十
九
人
、
五
キ
ロ
が

四
十
八
人
で
ロ
ク
テ
ィ
を
午
前
八
時
五
十
分

頃
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
残
暑
厳
し
い
日
で

し
た
が
世
間
話
等
リ
ラ
ッ
ク
ス
気
分
で
い
い

汗
を
流
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
。

◆
防
災
訓
練
に
対
す
る
所
感
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健
康
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十
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九
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七
月
三
十
日
㈪
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

彼
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

彼
の
名
前
は
、
谷
中
宏
太
郎
君
（
東
町
）

で
す
。
六
合
中
学
校
陸
上
部
の
砲
丸
投
げ
の

選
手
で
す
。
全
体
練
習
の
中
で
ひ
と
き
わ
目

立
ち
、
体
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

普
段
、
陸
上
の
他
に
カ
ラ
テ
も
や
っ
て
い

る
と
の
事
で
す
。
鈴
木
コ
ー
チ
（
顧
問
）
の

ご
指
導
の
元
、
重
さ
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
砲
丸

を
手
に
取
り
、
投
法
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
東
海
大
会
、
全
国
大
会
へ
向
け

て
の
練
習
と
あ
り
、
か
な
り
気
合
い
が
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
出
し
た
十
三
メ
ー
ト
ル
三
十
八

セ
ン
チ
、
こ
れ
が
彼
の
自
己
ベ
ス
ト
で
す
。

　

東
海
・
全
国
大
会
で
も
優
秀
な
成
績
を
残

し
、
九
月
二
十
二
日
の
志
太
・
榛
原
大
会
で

は
十
二
メ
ー
ト
ル
五
十
四
セ
ン
チ
の
大
会
新

記
録
を
打
ち
出
し
優
勝
し
ま
し
た
。

島
田
工
業
高
校
新
体
操
部

六 合 の ア ス リ ー ト

チームシズオカのウェアが似合っていました。チームシズオカのウェアが似合っていました。鈴木コーチと 1 対 1 の練習鈴木コーチと 1 対 1 の練習

6/17㈰　高校総体東海大会
日本ガイシスポーツプラザ　第2競技場
団体　優勝 全国大会出場
個人　塩田裕亮　3位　全国大会出場
東海4県（愛知、三重、岐阜、静岡)の高校が集まり競い合い。
見事優勝で全国大会出場を決める。

8/11㈰　高校総体全国大会
福井会場　サンドーム福井
団体　11位　春の選抜大会の静岡県出場を決める
個人　23位
杉 浦 　 圭(3年)　 塩 田 裕 亮(3年)　 松 浦 鷹 哉(3年)
河 本 真 行(3年)　 名取正太郎(3年)　 中 嶋 　 潤(2年)
杉 山 優 市(3年)　 須 田 雅 大(2年)　

内、六合中出身者　塩田、河本、名取、須田
出場選手6名＋補欠2名計8人のチーム中、六合地区の選手が4名、
まさに地元のチームだった。

全国大会では、前年優勝校の後という順番で、印象が薄く
なってしまったようだ。
採点競技の怖さというか、本人たちはプレッシャーにも負け
ずよくやったが、得点が伸びなかった。

監督談
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広
報
部
員
に
な
っ
て
早
く
も
半
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。

最
初
の
う
ち
は
何
を
し
て
い
い
の
か

全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
よ
う

や
く
自
分
の
仕
事
が
見
え
て
き
た
感
じ

に
な
り
ま
し
た

各
専
門
部
が
主
催
す
る
事
業
会
場
に

出
向
き
、「
広
報
部
で
す
け
ど
写
真
を

撮
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。」
と
言
う
と
、「
ご

苦
労
様
で
す
。」「
好
き
な
だ
け
撮
っ
て

く
だ
さ
い
。」
な
ど
と
言
わ
れ
、
少
し

の
嬉
し
さ
と
、
安
堵
の
気
持
ち
に
な
れ

ま
す
。

そ
の
場
で
担
当
者
か
ら
一
言
『
コ

メ
ン
ト
』
が
頂
け
た
ら
も
っ
と
嬉
し
い

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
各
事
業
会
場
に
お
邪

魔
し
ま
す
の
で
、
そ
の
時
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

広
報
部
　
鈴
木
泰
弘

編
集
後
記

　

島
田
樟
誠
高
校
二
年
生
の
岩
本
陽
翠
君

（
東
町
）
は
、
水
泳
部
に
所
属
し
活
躍
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
の
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
で
は
、
競
泳
の
五
十
メ
ー
ト
ル
自

由
形
で
県
大
会
二
位
、
東
海
大
会
四
位
と

な
り
、
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま

た
国
民
体
育
大
会
（
国
体
）
に
は
、
五
十

メ
ー
ト
ル
自
由
形
の
県
代
表
選
手
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。
九
月
に
行
わ
れ
た
、
高

校
一
・
二
年
生
対
象
の
新
人
水
泳
選
手
権
・

静
岡
県
大
会
で
は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
自
由

形
で
優
勝
、
百
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
二
位

と
な
り
、
東
海
大
会
出
場
が
決
定
し
ま
し

た
。
現
在
二
年
生
で
す
。
来
年
度
も
大
活

躍
が
期
待
で
き
ま
す
。

水
泳
で
も
全
国
大
会
へ

各
地
の
た
よ
り

各
地
の
た
よ
り

新人水泳選手権・静岡県大会の表彰式の様子（中央が岩本君）新人水泳選手権・静岡県大会の表彰式の様子（中央が岩本君）

ア
ス
リ
ー
ト
中
の
ア
ス
リ
ー
ト

　

十
月
二
十
日
、
阿
知
ヶ
谷
天
満
天
神
社
祭

典
で
は
奉
納
寄
席
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
真
打

ち
、
古
今
亭
菊
生
、
前
座
春
風
亭
朝
呂
久
の

落
語
、
マ
ギ
ー
隆
司
の
手
品
に
三
百
人
を
超

す
観
客
で
賑
わ
い
、
境
内
は
笑
い
の
渦
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

秋
祭
り

東
町
少
年
・
少
女
相
撲
大
会

　

十
月
八
日
体
育
の
日
、
東
町
八
幡
神
社
境

内
特
設
相
撲
場
で
第
二
十
七
回
東
町
少
年
・

少
女
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
小
学
一
〜
六
年
生
の
“
豆
力
士
”

約
七
十
名
が
出
場
し
、
手
に
汗
握
る
取
り
組

み
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。


